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【⽬的】
本研究は，ジュニア期のアスリートを対象として，下肢の

傷害既往の有無が動的バランスに及ぼす影響について明らか
にすることを⽬的とした．

【⽅法】
中学⽣および⾼校⽣⼥⼦アスリート190名を対象とし，傷害

既往の有無に基づき対象者の脚を4群に分類した．動的バラン
スの評価指標として，Single-leg Drop landingにおける床反⼒
および重⼼動揺軌跡（COP）を分析し，各分析項⽬における
脚間差を検討した．

【結果】
鉛直成分・⽔平成分床反⼒のピーク値およびCOP軌跡⻑に，

有意な時間差は認められなかった．⼀⽅，最⼤前後成分床反
⼒において，⽚脚のみ傷害既往ありの健側脚が，⽚脚のみ傷
害既往ありの患側脚（p = 0.0062）および傷害既往なしの両脚
（p = 0.013）と⽐較して有意に⾼値を⽰した．

【結論】
本研究の結果から，⽚脚のみ傷害既往を有するジュニア期

のアスリートは，着地動作時における最⼤前後成分床反⼒が
健側脚と患側脚との間で有意に異なることが明らかになった．
そのような前後成分GRFピーク値における脚間の⾮対称性は，
下肢傷害の再発につながる要因になると考えられる．


